
大刀洗侵略完了であります!
11月14日（ドリームまつり）
大刀洗侵略完了であります!
11月14日（ドリームまつり）



　

11
月
13
日(

土)

・
14
日(

日)

庁
舎
敷
地
に
お
い
て
大
刀
洗
町

ド
リ
ー
ム
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
楽
し
み

ま
し
た
。

▲少年の主張大会

▲オカリナの美しい音色

▲たくさんの芸術作品

▲伝統の大堰お田植え踊り

▲ヒップホップダンス ▲日舞

▲♪箱根の山は～♪　大刀洗混声合唱団

▲めだかを育ててみます

▲子どもに大人気。スタンプ集めてお菓子のつかみどり。

▲大刀洗の古い写真をみて
懐かしむ姿も ･･･

▲お父さん、お母さんに
抹茶のおもてなし

▲保育園のお遊戯
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▲江戸芸かっぽれ

▲みんなで輪になって車椅子ダンス ▲三味線の演奏 ▲ストリートダンス

▲かわいいマーチングドリル

▲プルタブ回収　たけのこクラブ

▲消防音楽隊の演奏

▲フィリピンの果物 PR
太郎グループ

▲餅まきスタート！

▲こんな写真シールができました ▲ NHK 放送体験　合成写真体験

▲黒ひげ危機一発ゲーム

▲農協バスツアーで福岡市からも来場　地域特産品をおみやげに

▲お見事！居合道

▲ぜんざいはいかが
男性の料理教室

▲気合を入れて

屋
外
ス
テ
ー
ジ

団
体
出
店テ

ン
ト
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町
で
は
、
道
路
に
お
け

る
歩
行
者
や
自
転
車
の
安

全
と
犯
罪
等
の
抑
止
効
果

を
図
り
、
住
民
に
と
っ
て

安
心
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
防
犯
灯
整
備

事
業
を
行
い
ま
す
。

事
業
期
間
は
３
カ
年
（
平

成
22
年
度
～
24
年
度
）

予
算
は
３
年
間
で
８
千

万
円
の
予
定
（
事
業
費
、

業
務
委
託
費
等
を
含
む
）

設
置
場
所

防
犯
灯
の
設
置
場
所
は
、

集
落
内
外
の
暗
い
箇
所
に

バ
ラ
バ
ラ
と
数
基
設
置
す

る
の
で
は
な
く
、
通
学
路
・

通
勤
路
及
び
夜
間
の
歩
行

者
・
自
転
車
の
交
通
量
が

多
い
路
線
、
行
政
区
か
ら

要
望
箇
所
を
伺
い
、
交
通

安
全
と
防
犯
の
両
面
か
ら

防
犯
灯
設
置
基
準
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
該
当
す
る
箇

所
を
選
定
し
、
３
年
間
に

設
置
す
る
優
先
順
位
を
検

討
し
設
置
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
作
成
さ
れ
た
「
危
険

箇
所
図
」
や
通
学
路
、
町

内
の
交
通
事
故
発
生
箇
所

も
参
考
に
し
ま
す
。

今
回
の
事
業
は
、
町
道
、

県
道
、
国
道
が
対
象
で
す
の

で
、
農
道
や
里
道
へ
の
防

犯
灯
設
置
は
行
い
ま
せ
ん
。

照
明
機
器

今
回
、
電
気
代
や
耐
久

性
を
考
慮
し
、
蛍
光
灯
や

水
銀
灯
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
す
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

※
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
見
本

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
校
区
セ
ン
タ
ー
に
行

か
れ
た
際
は
ご
覧
く
だ
さ

い
。経

過
説
明

９
月
、
10
月
と
各
校
区

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
区

長
さ
ん
に

｢

防
犯
灯
設
置

事
業｣

の
説
明
を
行
い
、

各
区
よ
り

｢

防
犯
灯
設
置

の
要
望
箇
所｣

を
受
け
、

町
で
検
討
し
、
平
成
22
年

度
の
設
置
路
線
を
決
定
し

ま
し
た
。

今
後
の
予
定

11
月
末
ま
で
に
、
防
犯

灯
を
設
置
す
る
路
線
の
現

地
調
査
を
行
い
、
設
置
位

置
を
検
討
し
て
決
め
る
予

定
で
す
。
設
計
業
務
を
行

う
業
者
が
、
道
路
の
形
状
、

電
柱
や
既
存
の
外
灯
の
有

無
、
支
柱
の
設
置
場
所
な

ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

防
犯
灯
同
意
書

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

は
、
従
来
よ
り
隣
接
す
る

関
係
者
よ
り
「
防
犯
灯
同

意
書
」
に
記
入
押
印
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
も
防
犯
灯
設
置
に
係

る
「
防
犯
灯
同
意
書
」
を

頂
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

12
月
中
に
、
各
区
長
さ

ん
よ
り
連
絡
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

　

設
置
予
定
図

下
記
の
町
全
図
に
平
成

22
年
度
実
施
予
定
の
路
線

を
赤
線
で
表
示
し
て
い
ま

す
。あ

く
ま
で
も
計
画
で
す

の
で
、
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

総
務
課　

消
防
防
災
安

全
係

☎
７
７
・
０
１
０
１

（
内
線
１
０
５
）

防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
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12 月は菊池校区に伺います。皆様の積極的なご参加をお待ちしています。
町では、町政の取り組みをご報告するとともに、まちづくりに関する皆様のご意見や地域の課題等、

広くお聞きし、これからの町政運営に反映させたいと考えています。
まちづくりに関するご意見や地域の課題等、町長といっしょに語りませんか。

特別徴収への切り替えのご案内
従業員の個人住民税の特別徴収をされていない事業主の方へ

開　催　日 対象地区 会　　場 時　　間

12 月  3 日 （金） 山隈 山隈公民館

午後 7 時 30 分～

8 時 30 分

　　　　　  9 日 （木） 西大刀洗 西大刀洗公民館

　　　　　15 日 （水） 北鵜木 北鵜木公民館

　　 　22 日 （水） 北山隈 就業改善センター

（※日程は公務・行事などにより変更されることがあります。）

菊池校区の開催予定日

福岡県と県内市町村では、地方税法の規定に基づき、県内の事業所に対して個人住民税の特別徴収を
推進する取り組みを行っています。

まだ、特別徴収義務者になられていない事業所については、早急に特別徴収に切り替えられますよう
お願いいたします。

○個人住民税の「特別徴収制度」とは・・・
これは給与支払者（事業主）が、所得税の源泉徴収と同じように、住民税の納税義務者である給与所得者（従業員）

に代わって、毎月、従業員に支払う給与から住民税（市町民税＋県民税）を天引きして従業員の居住する市町村
に納入していただく制度です。

※天引きしていただく毎月の住民税額は、市町村がお知らせします。

・ 毎年５月に、従業員の住所地の市町村から特別徴収義務者（事業主）あてに「特別徴収税額決定通知書」
が送られてきます。

・この通知書に記載された従業員の住所地の市町村に納入してください。

・ 従業員にとっては、月ごとの給与天引き（年間 12 回）のため、金額的な負担も
軽くなり（普通徴収の場合、年４回自ら納付する。）、払い忘れがなくなります。

個人住民税特別徴収に関する問合せ先
　従業員のお住まいの市町村もしくは、役場税務課　町民税係　☎７７－０１０１( 内線１１８)

地方税法第321条の４及び各市町村の条例の規定により、給与を支払う事業者は、原則として全て特別徴収
義務者として住民税を徴収し納入していただくことになっています。

特別徴収の仕方

特別徴収のメリット

　   町政懇談会
　　　　　　みんなで語ろう「よかまちたちあらい」
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年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
に
は
、
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

等
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）

が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
票

社
会
保
険
庁
よ
り
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
、
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
、
１
月

末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
非
課
税

で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
票
に
は
、
１
年
間

に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
・

源
泉
徴
収
税
額
・
控
除
の
内
容
・

介
護
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

＊
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
が
必
要

で
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
届
出

年
金
を
受
け
て
い
る
方
も
次

の
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

▽ 

住
所
や
年
金
の
受
取
先
を
変

え
た
と
き
（
受
給
権
者
住
所

支
払
機
関
変
更
届)

▽ 

年
金
証
書
を
破
っ
た
り
紛
失

し
た
と
き(

年
金
証
書
再
交

付
申
請
書)

▽ 
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死

亡
し
た
と
き
（
受
給
権
者
死

亡
届
、
未
支
給
年
金
支
給
請

求
書)

▽ 

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る

権
利
が
で
き
た
と
き
（
年
金

受
給
選
択
申
出
書)

＊
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
届

出
の
必
要
な
物
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
受

け
た
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
届

出
は
早
く
、
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老

齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
の
他
に
、
第
１

号
被
保
険
者
が
受
け
ら
れ
る
独

自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

☆
付
加
年
金

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
毎
月

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

め
る
と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基

礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼ 

付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数

☆
寡
婦
年
金

夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
次

の
条
件
を
満
た
す
妻
に
、
60
歳

か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支

給
さ
れ
ま
す
。

○ 

夫
が
第
１
号
被
保
険
者
と
し

て
の
保
険
料
納
付
済
期
間
と

保
険
料
免
除
期
間
と
を
合
わ

せ
て
25
年
以
上
あ
る

○ 

夫
が
老
齢
基
礎
年
金
も
障
害

基
礎
年
金
も
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た

○ 
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

夫
に
生
計
を
維
持
さ
れ
10
年

以
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る

▼ 

寡
婦
年
金
額
＝
夫
の
※
老
齢

基
礎
年
金
額
×
３
／
４

※
第
１
号
被
保
険
者
の
期
間
に

相
当
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

☆
死
亡
一
時
金

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
、

保
険
料
を
３
年
以
上
納
め
た
人

（
半
額
免
除
期
間
の
１
／
２
に
相

当
す
る
期
間
も
算
入
さ
れ
る
）

が
、
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
遺
族
が

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　

住
民
課
住
民
係

☎
７
７
・
０
１
０
１

（
内
線
１
２
２
）

　

久
留
米
年
金
事
務
所

☎
３
３
・
６
１
９
２

保険料納付済期間 金　　　額

  3 年以上　15 年未満 120,000 円

15 年以上　20 年未満 145,000 円

20 年以上　25 年未満 170,000 円

25 年以上　30 年未満 220,000 円

30 年以上　35 年未満 270,000 円

35 年以上 320,000 円

大刀洗町商工会からの大切なお知らせ

今年 8 月 1 日より発行された大刀洗町くらし得々商品券の有効期限は、平成22年 12月 31日となっております。
有効期限を過ぎますと商品券が利用できなくなりますので、期限までに当商品券の取扱加盟店にてご利用ください

ますよう、よろしくお願いします。
利用可能な取扱加盟店舖については、大刀洗町商工会にて一覧を配布

しております。 問合せ先 大刀洗町商工会　☎ 77-2182

有効期限は12月31日までです

大刀洗町くらし得々商品券
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燃
え
る
ご
み
収
集
は
、
年
末

は
12
月
30
日(

木)

ま
で
、
年
始

は
１
月
４
日(

火)

か
ら
開
始
し

ま
す
。

12
月
31
日(

金)

と
１
月
３
日

(

月)

の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
月
の
本
郷
校
区
の
資
源
等

集
積
日
は
第
２
日
曜
日
に
変
更

通
常
、
本
郷
校
区
の
資
源･

不
燃･

粗
大
ご
み
集
積
は
、
第

１
日
曜
で
す
が
、
１
月
の
当
日

が
２
日
と
な
る
た
め
延
期
し
、

第
２
日
曜
の
１
月
９
日
を
本
郷

校
区
と
大
刀
洗
校
区
同
時
の
集

積
日
と
い
た
し
ま
す
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
通

り
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

飲
食
か
ん･

飲
食
び
ん･

ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル･

ト
レ
ー･

容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
き
れ

い
な
も
の
は
分
別
・
圧
縮
処
理

後
に
、
資
源
と
し
て
業
者
に
引

き
取
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
内
容
物
が
残
っ
て

い
た
り
、
異
物
が
入
っ
て
い
る

も
の
は
資
源
と
な
ら
な
い
た
め
、

雑
物
と
し
て
溶
融
炉
で
処
分
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
効
率
的

に
資
源
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

資
源
ご
み
の
洗
浄
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

し
尿
の
収
集
の
年
末
年
始
休

業
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
30
日(
木)
～
１
月
３
日(

月)

臨
時
収
集
の
申
込
み
は
、
12

月
25
日(

土)

ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

㈱
高
野
環
境

☎ 

７
７
・
１
６
６
３

FAX 

７
７
・
３
７
９
１

町
の
し
尿
処
理
は
両
筑
衛
生

施
設
組
合(

北
野
町)

で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
下
水
道
の
普
及
で

受
入
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

経
費
削
減
の
一
環
と
し
て
、
平

成
19
年
度
の
第
４
土
曜
日
に
続

き
、
平
成
23
年
度
か
ら
第
２
土

曜
日
の
受
入
も
中
止
と
な
り
ま

す
。
該
当
日
は
、
し
尿
収
集
が

で
き
ま
せ
ん
。
事
業
効
率
化
の

取
り
組
み
と
し
て
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に
犬

猫
を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
の
引

き
取
り
業
務
は
毎
週
水
曜
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
末
に
つ

い
て
は
12
月
22
日(

水)

ま
で
、

年
始
は
１
月
５
日(

水)

か
ら
開

始
し
ま
す
。

問
合
せ
先

北
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
衛
生
課

☎
０
９
４
６
・
２
２
・
２
７
４
１

サ
ン
・
ポ
ー
ト
の

｢

リ
サ
イ

ク
ル
工
房｣

で
は
、
家
庭
内
の

不
用
品
で
ま
だ
使
え
そ
う
な
物

は
、
電
話
確
認
後
、
無
料
回
収

に
伺
い
ま
す
。

物
品
を
無
駄
な
ご
み
と
せ
ず

有
効
利
用
す
る
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
房
の
活
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。

収
集
日 

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
毎
週
土
曜･

日
曜･

祝
祭
日･

年
末
年
始
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

収
集
対
象
物

補
修
程
度
で
再
利
用
で
き
る

と
判
断
さ
れ
る
物
で
、
家
具
類

･

自
転
車･

衣
類(

無
着
装･

ク

リ
ー
ニ
ン
グ
済)･

本
類(

辞
典

･

百
科
事
典
等
は
除
く)･

そ
の

他
再
利
用
出
来
る
物
。

問
合
せ
先

サ
ン
・
ポ
ー
ト

｢

リ
サ
イ
ク
ル
工
房｣

(

筑
前
町
栗
田
８–

３)

☎
０
９
４
６･

２
３･

１
５
９
０

年
末
年
始
の

燃
え
る
ご
み
の
収
集

「
川
や
海
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
の
発
表

年
末
年
始
の

犬
猫
の
引
き
取
り

生
活
環
境
係
か
ら
の

お
し
ら
せ

問
合
せ
先

住
民
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
２
１
）

資
源
ご
み
は
き
れ
い
な

状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い

平
成
23
年
４
月
か
ら

第
２
土
曜
日
の
し
尿
収
集
が

中
止
と
な
り
ま
す

年
末
年
始
の
し
尿
の
収
集

不
用
品
の
無
料
回
収川の部 ( 上学年 ) 銀賞

本郷小　５年　権
ごんどう

藤 頌
しょうへい

平
｢ぼくのお気に入りの道｣

川の部 ( 上学年 ) 金賞

大堰小　５年　寺
てらもと

本 綾
あ や の

乃
｢ふる里のたんぼと川｣

海の部 ( 下学年 ) 入賞

菊池小　２年　尾
お が た

方 悠
ゆ う ま

真
｢はじめてのうみ｣

海
の
部(

上
学
年)

入
賞  　

 

本
郷
小　

５
年　

宮み
や
ざ
き崎 　

涼
り
ょ
う

｢

も
う
少
し
で
!!｣

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
の
環

境
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
る
た

め
、「
川
や
海
」
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、（
財
）
福
岡
県
地
区

衛
生
連
合
会
（
以
下
「
県
衛
連
」）

が
主
唱
す
る
も
の
で
、
大
刀
洗

町
で
１
０
９
点
、
全
県
下
で
は

４
，
８
８
４
点
の
応
募
が
あ
り
、

各
市
町
村
は
、
川
の
部
と
海
の

部
の
上
学
年
と
下
学
年
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
２
作
品
、
計
８
作
品

を
選
出
し
、
県
衛
連
に
応
募
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
刀
洗
町
で
は

金
賞
を
含
む
４
名
の
入
選
者
が

あ
り
ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。
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大堰交流センターは、管理運営委員会の組織をもとに実行委員会を地域づくり準備委員会と
し、この実行委員会推薦による企画委員会を設置しました。地域づくりの方向について企画等検討してい
く中で、住民アンケート等をとる前に、もっと役員や住民の地域づくりに対する認識を深めるための説明
会をするのが先決との結論により、８月 30 日地域づくり説明会を開催しました。110 名が参加され、運
営委員会の役員の方と、各集落の役員の方との合同で地域づくりの認識を深めていただきました。９月に
は、宗像市へ地域づくり視察研修を準備委員会・企画委員会合同で行い、10 月は協動力セミナーに委員
５名が出席しました。12 月 13 日（月）午後７時 30 分から交流センターで「地域づくりワークショップ」
を計画していますので、皆さん是非ご参加ください。今後も大堰校区の皆さんの地域づくりへのご協力を
よろしくお願いいたします。

10 月 7 日 ( 木 ) および 10 月 14 日 ( 木 ) の両日、ぬくもりの館において「協働力向上セミナー」
が開催されました。本町の４校区センターからも地域づくりの準備委員、推進委員など計３０名程
度の出席がありました。講義は「協働で取り組む事例紹介」および「自立した地域づくり」、「協働
企画の提案」などをテーマにワークショップ（体験型講座）を交えたもので、講師の蓼

た で は ら

原先生（Ｎ
ＰＯ法人えふネット福岡専務理事）の笑いを誘うユニークな内容に皆さん熱心に聞き入っておられ
ました。今後の地域づくりの大きな一歩になったようです。

今回は、大堰交流センターを紹介します。

「福岡県協働力向上セミナー」開催される

参加希望の方は下記までご連絡ください
連絡先：総務課（村田）　
　　　　☎ 77-0101( 内線 105)

地域づくり
通信
Vol.２

皆様のご参加、お待ちしています

よかまちちょいと

「大刀洗はいいところだなぁ。」多くの人がそう感じています。ですが、これから先の町の将来は必ずしも
安泰ではありません。さて、どうしたものか…。
町では皆様が自由に参加できる「よかまちワールドカフェ」を開催します

日　時：12 月 11 日（土）　午後 1 時～ 4 時
会　場：ぬくもりの館　AB 会議室

 対象者：まちが好きな方、町づくりに興味がある方など。
ファシリテーター（講師）：山口　覚 さん

みんなでかたろう　ワールドカフェで
本音で語り合う場があれば、まちはもっと変わる

※ワールドカフェとは？
堅苦しい会議室では本音で語り合うことができず、良いアイディアも生み出されにくいものです。そこで、カ

フェのような雰囲気の中で、話し合い、情報を共有しながら、問題解決の糸口を見つけていく手法として生み出
されたのが、ワールドカフェという手法です。最近では企業研修や住民参加型まちづくりにおける合意形成の手
法として注目を浴びています。
町では、ご参加の皆さんとワールドカフェを通じて「まちづくり」について、本音で楽しく語りあいたいと考

えております。

よかまちワールドカフェのお知らせ
住みよい大刀洗町のために、今、本当に必要な事は？
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久留米広域消防本部 三井消防署
☎ 72 － 5101

怪我や病気の中には、そのままにしておくと生命の危険に陥る場合もあります。119番通報を受けてから救急車が現場に到着
するまで、全国平均で７分程度かかります。その場所に居合わせたあなたの一刻も早い応急処置が必要となります。

大切な方の命を救うため、救命講習を受講してみませんか？

こちら119

１	 日　　時	 平成23年１月15日（土）
		  講習時間　午前９時～正午（受付８時30分〜）
２	 会　　場	 大刀洗会場　大刀洗町大字下高橋381番地１
				    　三井消防署　三井出張所（２階会議室）
３	 内　　容	 ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用した心肺蘇生法、その他の応急処置
		  ※受講を修了された方には「修了証」を交付いたします。
４	 対 象 者	 小郡市、大刀洗町、久留米市北野町の居住者（中学生以上）又は勤務者
５	 募集人員	 20名になり次第締め切ります。
６	 申込方法	 三井消防署 消防課（☎72－5101）または、三井出張所（☎77－1000）へ来署（所）
		  もしくは、電話でお申し込みください。その際、受講者の氏名、生年月日等を伺います。
７	 申込締切	 平成23年１月11日（火）

目の前で人が倒れたら、あなたはどうしますか？

普通救命講習会のお知らせ

医療機関名 住所・電話番号・FAX
丸 山 病 院 小郡市山隈 273-11	 　☎ 73-0011　FAX 73-0014
嶋 田 病 院 小郡市小郡 217-1	 　☎ 72-2236　FAX 73-3313
小 郡 三 井 医 師 会
休 日 診 療 セ ン タ ー 小郡市上岩田 1246	 　☎ 72-5534　FAX 73-1559

ま つ ゆ き 小 児 科 医 院 久留米市北野町今山 471	 　☎ 72-6856　FAX 78-7982
豊 福 歯 科 医 院 小郡市小郡 1343-5	 　☎ 72-2882　FAX 73-4639
今 村 歯 科 医 院 小郡市大保 70	 　☎ 75-0007　FAX 75-0007
河 野 歯 科 医 院 三井郡大刀洗町上高橋 1407	 　☎ 77-4555　FAX 77-4418
後 藤 歯 科 医 院 小郡市三沢 45-3	 　☎ 75-4380　FAX 75-4380
ひ ぐ ち 歯 科 医 院 小郡市小郡 220-1	 　☎ 72-2904　FAX 72-9116
神 代 病 院 久留米市北野町八重亀 382-1	　☎ 78-3177　FAX 78-3918
協 和 病 院 小郡市祇園 2 丁目 1-10	 　☎ 72-2121　FAX 73-0627
聖 和 記 念 病 院 小郡市津古字半女寺 1470-1	 　☎ 75-1230　FAX 75-7516

小郡三井医師会・小郡三井歯科医師会　12月休日・年末年始当番医
月　日 医療機関名（診療科）

12 月 5 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター  （内科）　丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）
12 月 12 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター  （内科）　嶋田病院（内科・外科）
12 月 19 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター  （内科）　丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）　まつゆき小児科医院

12 月 23 日（木・祝） 小郡三井医師会休日診療センター  （内科）　嶋田病院（内科・外科）
12 月 26 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター  （内科）　嶋田病院（内科・外科）
12 月 29 日（水） 聖和記念病院（内科）　  丸山病院（内科）　協和病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）　神代病院（外科）
12 月 30 日（木） 聖和記念病院（内科）　  協和病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）　神代病院（外科）　豊福歯科医院
12 月 31 日（金） 嶋田病院（内科・外科）　神代病院（外科）　今村歯科医院

1 月 1 日（土） 嶋田病院（内科・外科）　河野歯科医院
1 月 2 日（日） 丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）　後藤歯科医院
1 月 3 日（月） 嶋田病院（内科・外科）　ひぐち歯科医院
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　近年、若い女性に子宮頸がんが増えています。主な原因として、ヒトパピロ－マウイルス（HPV）
の感染が引き金になると考えられています。
　この HPV 感染は、性行為によって引き起こされ、初交年齢が早い場合や、複数・多数の男性と
の性交渉によりがんになる危険性が高くなるとされています。
　自分の健康管理のため、子宮頸がん検診を受けましょう。

子宮がん病院検診を受けましょう 

１　期間	 12 月末日まで（集団検診を受けた方は該当しません。）

２　対象者	 20歳以上の女性で偶数年齢の方（平成23年３月 31日現在の年齢）　

３　一部負担金	 1,000 円（70 歳以上の方 500 円）　

４　受診方法
	 ・受診を希望する医療機関に、実施日や時間を確認してください。
	 ・該当者であることを確認するために健康保険証をご持参ください。
	 ・受診票等は病院に用意しています。

５　実施医療機関

実施医療機関 電話番号 住所 実施医療機関 電話番号 住所

牛嶋産婦人科 73-3955 小郡市小板井
494-1 高橋クリニック 23-0777 小郡市美鈴ヶ丘

5-12-6

さとう産婦人科 75-5366 小郡市津古 1210 松隈産婦人科 73-3511 小郡市小郡 1504

問合せ先 健康福祉課　健康支援係　☎ 77-2266

＊乳がん検診や子宮がん検診クーポン対象者の方（６月に
クーポン郵送済）も平成22年 12月 31日までの実施です。
お忘れなく受診してください ( クーポン対象の方は上記以
外の福岡県内の委託医療機関でも受けることができます )。

お急ぎください。12月末までです。

こちら包括支援センターです
　在宅介護、介護保険、悪徳商法、借金、成年後見制度など、生活の相談を専門職員が受け付けます。電話、
匿名でも相談可能です。相談無料、秘密厳守します。

日　　時／ 12月20日（月）　午後１時～２時30分	 相談時間／一人20分程度

会　　場／健康福祉課	 連 絡 先／☎77-2266（内線163）
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〜命の水を大切に、健康のため水を飲もう〜

特にこんなときは水を飲むことを心がけましょう。

　水分不足は病気や事故のもとになります。寝る前に１杯、目覚めに１杯
の水を飲むことを心がけましょう。
　寝る前に水を飲むと、夜中にトイレに行かないといけないと思われるか
もしれませんが、自分の足でトイレに行けることは幸せなことです。水分
不足で、脳卒中や運動中の事故などにならないように気をつけましょう。

①運動をするとき。運動をするときに「水を飲むな」というのは大きな間違いです。熱中症など死亡事故につながってし
まいます。

②アルコールを飲んだとき。飲むと飲んだ量の 1.1 倍の水分が出てしまうので、水分不足になってしまいます。

③温泉、入浴のあと。温泉やお風呂に入ると１回に約 500ml の水分が失われます。

武藤先生の健康づくりのお話①

赤十字健康生活支援講習開催要領

災害が起こったときに～あなたが支援できること
◎被災した高齢者の避難所生活に焦点をあて、高齢者の不安を軽減し不自由な生活から高齢者を守るため

に、誰もが知っておきたい知識や支援技術について学びます。

１　主 　　催
２　日程・会場

３　講習内容

４　受講資格
５　経　　費
６　注意事項

７　申込方法

８　申 込 先

なお、申込みが定員を超えた場合は、締切後、抽選し受講の可否を返送します。 　

日本赤十字社福岡県支部
各日 午前 10 時～正午

①災害について
②災害が高齢者に及ぼす影響
③接するときのこころづかい
④気をつけたい病気や症状 ( 生活不活発病・脱水など )
⑤知って役立つ技術
　床でのたち座り・清潔・リラクゼーション・レクレーションなど
⑥ボランティアの心得
満 15 歳以上の方
受講料無料　但し教材代実費 100 円
実技ができる服装（ズボン等）で参加ください。
駐車場がありませんので公共交通機関をご利用ください。
氏名、年齢、住所、電話番号（災害発生時等に中止・変更の連絡をするため携帯電話等必ず、
連絡がとれる電話番号、）講習名、会場を明記し、80 円切手を貼った封筒 ( 住所、氏名を明記 )
を同封のうえ下記まで郵送願います。
封書で知り得た個人情報は、赤十字事業以外に使用することはありません。
〒 815-8503　福岡市南区大楠３丁目１番１号
日本赤十字社福岡県支部　福祉推進課　健康生活支援講習担当
☎ 092-523-1617（お問合せは平日午前 9 時～午後５時）
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開催日時 会　場 定　員 申込期間

平成23年１月14日(金)
久留米赤十字会館

久留米市宮ノ陣３丁目４番27号
☎36-5858

20名 11月29日（月）～12月24日(金)
(当日必着)

平成23年３月18日(金)
日本赤十字社福岡県支部

福岡市南区大楠３丁目１番１号
☎ 092-523-1617

20名 1月31日（月）～2月18日(金)
(当日必着)



　子育て支援ボランティアちゃお²が「子育て応援講座」を企画しました。

おしゃべりしながら楽しくワイワイやりましょう。

ちゃお²の子育て応援講座のご案内ちゃお²の子育て応援講座のご案内

日 時

会 場
講 　 師
内 容
対 象

参 加 費
託 児

：

：
：
：
：

：
：

12月６日（月）
午前10時30分～11時30分（受付：10時～）
子育て支援センターちゃお２階
教育委員会　地域活動指導員　弥永　理恵子
クリスマスリース作り
町内の乳幼児を子育て中のお母さん15名
（申込みが15名になり次第、締め切らせていただきます）
無料　　
有り

第2回 お部屋を飾ろう！ ～クリスマスリース作り～お部屋を飾ろう！ ～クリスマスリース作り～

第3回 平成23年２月７日（月） 超カンタン！手作りおやつ
～親子でお茶タイム～

申込・問合せ先 社会福祉協議会　☎77-4877
（子育て支援センターちゃおでも受け付けます）

予告

▲ドリームまつりでの菜
なばな

花配布

い
き
い
き
幸
せ

大
刀
洗
だ
よ
り

～
お
花
が
＂
あ
り
が
と
う
＂

っ
て
言
っ
て
る
～

　

大
刀
洗
町
ド
リ
ー
ム
ま
つ
り

で
の
菜
花
配
布
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。当
日
は
行
列
も
で
き
、

い
き
い
き
メ
ン
バ
ー
一
同
嬉
し

い
限
り
で
す
。こ
こ
で
ほ
ほ
え

ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

今
年
は
残
暑
厳
し
く
苗
も
水

不
足
で
、千
二
百
株
の
苗
に
小

学
一
年
生
の
は
な
ち
ゃ
ん
（
鳥

飼
）が
毎
日
水
遣
り
を
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

苗
の
土
は
か
ら
か
ら
で
菜
花

も
力
な
く
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
に
水

を
あ
げ
、30
分
も
す
る
と
、苗
花

は
し
ゃ
ん
と
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。水
が
当
た
っ
て
ゆ
ら
ゆ
ら

す
る
様
子
を
見
て
、「
お
花
が
あ

り
が
と
う
っ
て
言
っ
て
い
る
」と

お
父
さ
ん
に
お
話
し
ま
し
た
。

花
が
あ
り
が
と
う
と
お
辞
儀

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で

し
ょ
う
。

　

小
さ
な
種
か
ら
苗
が
成
長

す
る
ま
で
何
人
も
の
人
の
手
や

気
持
ち
が
つ
な
が
り
、や
っ
と

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
花
や
植
物
を
通
じ

て
、い
き
い
き
幸
せ
大
刀
洗
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。毎
月
第

一
土
曜
日
役
場
前
の
花
壇
の
手

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。興
味
が

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※
菜
花
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
同

様
の
料
理
方
法
で
美
味
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
献
立
例
）菜
花
の
か
ら
し
和

え
、サ
ラ
ダ
、ソ
テ
ー
な
ど

問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
（
内
線
１
６
３
）
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行事予定表 12 月

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 12/1 2 3 4

心配ごと・行政相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

離乳食教室
対象者：離乳食につい
て知りたい方
午前９時30分～

11時30分
健康管理センター　
(要予約)

町政懇談会（山隈）
午後７時30分～

８時30分
山隈公民館

大刀洗町版
事業仕分け
午前８時30分～

午後４時
(途中入退室自由)
ドリームセンター２階

5 6 7 8 9 10 11

大刀洗町人権講演会
午後２時～
ドリームセンター

心配ごと・交通事故
相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

３才児健診
対象者：平成19年10月～

11月生
受　付：午後１時15分～

２時15分
健康管理センター

町政懇談会
（西大刀洗）
午後７時30分～

８時30分
西大刀洗公民館

いじめや困りごと
相談
午前10時～午後３時
ぬくもりの館、憩いの
園大堰交流センター

チャレンジ教室
(全学年)
ミニ門松つくり
午前８時50分集合
中央公民館第１研修室

12 13 14 15 16 17 18

本郷婦人学級
午前９時～
ふれあいセンター

郷土史学級
午前９時30分～

11時30分
中央公民館第１研修室

心配ごと・母子・寡
婦・障がい者相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

町政懇談会
（北鵜木）
午後７時30分～

８時30分
北鵜木公民館

２才６カ月児健診
対象者：平成20年５月～

８月19日生
受　付：午後１時15分～

２時15分
健康管理センター

菊池婦人学級
(SAKURA組)
午前９時30分～
就業改善センター

乳幼児学級
クリスマス会
午前10時～午後２時
中央公民館大ホール

チャレンジ教室
(高学年)
凧つくり
午前９時15分集合
中央公民館第１研修室

19 20 21 22 23 24 25

歩こう会
午前９時30分集合
南部コミュニティセンター

地域包括支援セン
ター福祉相談
午後１時～２時30分
地域包括支援センター
(健康福祉課内)

菊池婦人学級
午前９時30分～
就業改善センター

心配ごと・行政相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

町政懇談会
（北山隈）
午後７時30分～

８時30分
就業改善センター

天皇誕生日
子ども料理教室
AB合同
クリスマスケーキ作り
午前９時～午後1時
中央公民館調理室

26 27 28 29 30 31 1/1

官公庁仕事納め 大晦日 元日

2 3 4 5 6 7 8

官公庁仕事始め 心配ごと相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

13 H22.12 広報たちあらい
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賛成
反対
わからない
不明

女性

設問2 「女の子も男の子も職業人として経済的に自立できるように育てる」

5% 3%
2%2%

92% 93%

2%1%

男性

設問1 「子どもは、性別にこだわらず個性を伸ばす方が良い」

設問3 「男の子も女の子も炊事、掃除、洗濯などの仕事を身につけさせる」

設問4 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる」

設問5 「子どもの小さい内は、母親は、育児に専念した方が良い」

設問6 「子どもの世話の大部分は、男にもできる」

設問7 「親が仕事のために、子育て支援サービスを活用しても良い」

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

91% 91%

5%
3%1%

3%
4%1%

85% 94%

5%
5%

5%

3%

1%
3%

77% 72%

5%
7%

12%

3%
10%

16%

76% 76%

5%

11%

8%

3%
10%

10%

67% 77%

5%

12%

16%

4%
9%

11%

71% 80%

5%
9%

15%

4%
7%

8%

家庭で配偶者

当然だと思う

不明

その他

もっと男性が中心になるべき

男性も女性と同じように
世話をするべき

男性も女性に協力するべき

しかたないと思う

44％

30％

13％

18％

42％

15％

2％

1％

0％

7％

3％

0％

8％

2％

2％

9％

1％

2％

家庭で息子

家庭で息子の妻

家庭で娘

家庭で公共や民間の
ヘルパー（介護人）

病院・老人ホーム等施設

その他

分からない

不明

男 女

男 女
21％

55％ 59％

14％

20％16％

2％

1％ 2％

2％

2％

2％

3％

3％

男女共同参画社会推進に関する
町民意識調査結果について

　今回は、「子育てについて」・「介護について」の項目について報告します。

「子育てについて」では、育て方に関して７項目お尋ねしました。
いずれの考え方についても、男女とも「賛成」が「反対」を大きく上回っています。

　設問１では「賛成」が女性93％、男性92％。
　設問２では、「賛成」が男女ともに91％。
　設問３では、「賛成」が女性94％、男性
85％になっています。

　３設問とも「反対」は５％以下と少なく、「性

別に関係なく同じように育てたい」という思

いの方が多いという結果が出ています。　

　設問４では、「賛成」が女性72％、男性
77％、「反対」が女性16％、男性12％です。

「性別に関係なく同じように育てる」考え方に

「賛成」が多数の反面、「男の子は男らしく、女

の子は女らしく育てる」にも「賛成」とする考え

方が多数という結果になっています。

　設問５では、「賛成」が男女とも76％で、
「子どもの小さい内は、母親は、育児に専念し

た方が良い」と思う割合が高くなっています。

「反対」は、女性10％男性８％と少なく、多く

の方が「賛成」とする考え方です。

　設問６では、「賛成」が女性77％、男性
67％、「反対」は、女性11％男性16％になっ

ています。男女とも「子どもの世話の大部分

は、男性にもできる」と考える割合が高くなっ

ています。

　設問７では、賛成が、女性80％、男性
71％、「反対」が女性8％、男性15％です。

　「子どもが小さい内は、母親は育児に専念

したい」という思いはあるけれど、仕事のため

子育て支援サービスを活用することに、多く

の方が肯定的です。

「介護」について」
　設問１「あなたがもし寝たきりや長期の病気になった場合、主に誰に（どこで）身の回りの世話をしてもらいた
いと思いますか」
の回答は、女性は「病院・老人ホーム等施設」が42％で最も多く、次いで「家庭で配偶者」が18％「家庭で公

共や民間のヘルパー（介護人）」が９％になっています。一方、男性は「家庭で配偶者」が44％で最も多く、次

いで「病院・老人ホーム等施設」が30％、「家庭で公共や民間のヘルパー（介護人）」が７％になっています。

　男女間で差が大きいのは、「家庭で配偶者」で、その割合は、男性の方が女性よりも26％高くなっています。

また、子ども世代へ世話をしてもらいたいという回答は少なく、「家庭で娘」「家庭で息子」「家庭で息子の妻」

それぞれ１割未満になっています。

　設問２「あなたは、現在、家庭で高齢者や世話をするのが、多くの場合女性になっていることについてどう思
いますか」
の回答は、「男性も女性に協力すべき」が最も多く、女性では59％、男性では55％で、ともに5割を越えていま

す。女性では次いで「男性も女性と同じように世話をするべき」が20％、「しかたないと思う」が14％になって

います。男性では次いで「しかたないと思う」が21％、「男性も女性と同じように世話をするべき」が16％に

なっています。「当然だと思う」「もっと男性が中心になるべき」は、男女とも１～２％とごく少数意見です。

 

次回１月号では、「社会活動について」の項目についての調査結果について報告する予定です。

　尚、調査結果につきましては、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

問合せ先 企画財政課　企画係（内線111）

第3号

注
「賛成」：意識調査の回答中「賛成」「どちらかといえば賛成」の計
「反対」：意識調査の回答中「反対」「どちらかといえば反対」の計
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賛成
反対
わからない
不明

女性

設問2 「女の子も男の子も職業人として経済的に自立できるように育てる」

5% 3%
2%2%

92% 93%

2%1%

男性

設問1 「子どもは、性別にこだわらず個性を伸ばす方が良い」

設問3 「男の子も女の子も炊事、掃除、洗濯などの仕事を身につけさせる」

設問4 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる」

設問5 「子どもの小さい内は、母親は、育児に専念した方が良い」

設問6 「子どもの世話の大部分は、男にもできる」

設問7 「親が仕事のために、子育て支援サービスを活用しても良い」

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

女性男性

91% 91%

5%
3%1%

3%
4%1%

85% 94%
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5%

3%
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3%

77% 72%
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16%

76% 76%
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11%
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10%

10%

67% 77%
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12%

16%

4%
9%

11%

71% 80%
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15%
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7%

8%

家庭で配偶者

当然だと思う

不明

その他

もっと男性が中心になるべき

男性も女性と同じように
世話をするべき

男性も女性に協力するべき

しかたないと思う

44％
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家庭で息子

家庭で息子の妻

家庭で娘

家庭で公共や民間の
ヘルパー（介護人）

病院・老人ホーム等施設

その他

分からない

不明

男 女
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55％ 59％

14％

20％16％

2％

1％ 2％

2％

2％

2％

3％
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男女共同参画社会推進に関する
町民意識調査結果について

　今回は、「子育てについて」・「介護について」の項目について報告します。

「子育てについて」では、育て方に関して７項目お尋ねしました。
いずれの考え方についても、男女とも「賛成」が「反対」を大きく上回っています。

　設問１では「賛成」が女性93％、男性92％。
　設問２では、「賛成」が男女ともに91％。
　設問３では、「賛成」が女性94％、男性
85％になっています。

　３設問とも「反対」は５％以下と少なく、「性

別に関係なく同じように育てたい」という思

いの方が多いという結果が出ています。　

　設問４では、「賛成」が女性72％、男性
77％、「反対」が女性16％、男性12％です。

「性別に関係なく同じように育てる」考え方に

「賛成」が多数の反面、「男の子は男らしく、女

の子は女らしく育てる」にも「賛成」とする考え

方が多数という結果になっています。

　設問５では、「賛成」が男女とも76％で、
「子どもの小さい内は、母親は、育児に専念し

た方が良い」と思う割合が高くなっています。

「反対」は、女性10％男性８％と少なく、多く

の方が「賛成」とする考え方です。

　設問６では、「賛成」が女性77％、男性
67％、「反対」は、女性11％男性16％になっ

ています。男女とも「子どもの世話の大部分

は、男性にもできる」と考える割合が高くなっ

ています。

　設問７では、賛成が、女性80％、男性
71％、「反対」が女性8％、男性15％です。

　「子どもが小さい内は、母親は育児に専念

したい」という思いはあるけれど、仕事のため

子育て支援サービスを活用することに、多く

の方が肯定的です。

「介護」について」
　設問１「あなたがもし寝たきりや長期の病気になった場合、主に誰に（どこで）身の回りの世話をしてもらいた
いと思いますか」
の回答は、女性は「病院・老人ホーム等施設」が42％で最も多く、次いで「家庭で配偶者」が18％「家庭で公

共や民間のヘルパー（介護人）」が９％になっています。一方、男性は「家庭で配偶者」が44％で最も多く、次

いで「病院・老人ホーム等施設」が30％、「家庭で公共や民間のヘルパー（介護人）」が７％になっています。

　男女間で差が大きいのは、「家庭で配偶者」で、その割合は、男性の方が女性よりも26％高くなっています。

また、子ども世代へ世話をしてもらいたいという回答は少なく、「家庭で娘」「家庭で息子」「家庭で息子の妻」

それぞれ１割未満になっています。

　設問２「あなたは、現在、家庭で高齢者や世話をするのが、多くの場合女性になっていることについてどう思
いますか」
の回答は、「男性も女性に協力すべき」が最も多く、女性では59％、男性では55％で、ともに5割を越えていま

す。女性では次いで「男性も女性と同じように世話をするべき」が20％、「しかたないと思う」が14％になって

います。男性では次いで「しかたないと思う」が21％、「男性も女性と同じように世話をするべき」が16％に

なっています。「当然だと思う」「もっと男性が中心になるべき」は、男女とも１～２％とごく少数意見です。

 

次回１月号では、「社会活動について」の項目についての調査結果について報告する予定です。

　尚、調査結果につきましては、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

問合せ先 企画財政課　企画係（内線111）

第3号

注
「賛成」：意識調査の回答中「賛成」「どちらかといえば賛成」の計
「反対」：意識調査の回答中「反対」「どちらかといえば反対」の計



申
請
・
手
続

大
刀
洗
町
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
受
付

目
的

　

こ
の
制
度
は
、
大
刀
洗
町
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請（
入

札
参
加
資
格
者
登
録
）
を
し
て

い
な
く
て
も
、
契
約
の
受
注
・

施
工
を
希
望
す
る
方
を
登
録
し
、

業
者
選
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
内
事
業
者
の
拡
大
を
図
り
、

町
内
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

発
注
の
範
囲

　

小
規
模
工
事
の
範
囲
は
、
町

が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
な

ど
で
、
一
件
が
１
３
０
万
円
未

満
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
請
対
象
者

　

町
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有

す
る
方
で
、次
の
項
目
に
該
当

し
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
本
町
の
競
争
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
登
録
を
さ
れ
て
い

る
者

②
個
人
事
業
者
の
場
合
に
成
年

被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な

い
者

③
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
者

④
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
、
免
許

等
を
有
し
な
い
者

申
請
の
方
法

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

企
画
財
政
課
窓
口
に
申
請
要
領

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
要
領

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

　

毎
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

名
簿
登
録

　

申
請
月
の
翌
月
か
ら
名
簿
に

登
録
（
有
効
期
間
２
年
）

申
請
書
提
出
・
問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課
財
政
係

（
内
線
１
１
１
）

平
成
22
年
中
に
家
屋
を

 

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
等

さ
れ
た
方
へ

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
を
賦
課
期
日

と
し
、
そ
の
年
の
４
月
以
降
、

所
有
者
の
方
へ
課
税
し
て
い
ま

す
。

　

税
務
課
で
は
巡
回
調
査
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
課

税
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る
方

は
早
め
に
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

新
築
・
増
築
を
し
た
と
き

　

固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る

評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
に
、

職
員
が
家
屋
評
価
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

家
屋
の
一
部
や
全
部
を
取
り

壊
し
た
と
き

　

取
り
壊
し
た
建
物
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
課
税
か
ら
削
除

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

届
出
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
登
記
済
み
家
屋
を
取

り
壊
さ
れ
て
、
管
轄
の
法
務
局

で
滅
失
登
記
の
手
続
き
を
し
た

方
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を

変
更
し
た
と
き

　

未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

（
内
線
１
１
８
・
１
１
９
）

下
水
道
管
理
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

建
設
課
下
水
道
管
理
係

（
内
線
１
７
４
） 

下
水
道
施
設
の

使
用
休
止
届
・
廃
止
届

　

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ

り
一
時
休
止
、
又
は
廃
止
さ
れ

る
際
は
、
下
水
道
施
設
の
使
用

休
止
届
・
廃
止
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
転

出
・
転
居
届
を
し
な
い
で
提
出

さ
れ
る
場
合
、
休
止
日
又
は
廃

止
日
は
受
付
日
以
降
と
さ
せ
て

暮らし
情報 の12月
■大刀洗町役場
　☎77-0101  FAX77-3063
■役場大刀洗支所
　☎77-0239  FAX77-3069
■大刀洗ドリームセンター教育委員会
　☎77-2670  FAX77-2720
■町立図書館
　☎41-6111
■子育て支援センター
　☎77-5019  FAX77-5019
■社会福祉協議会
　☎77-4877  FAX77-4877
■大刀洗町運動公園
　☎77-4770
■大刀洗公園
　☎77-5117
■シルバー人材センター
　☎77-5944  FAX77-5945

ひとのうごき
（10月末現在）

12月の税（料）

国民健康保険税・・・・・・・・・
後期高齢者医療保険料・・・
保育料・・・・・・・・・・・・・・
下水道使用料・・・・・・・・・・・
町営住宅使用料・・・・・・

人口
○男

世帯数
○出生
○転入

○女

○死亡
○転出

15,475（15532）
7,392

4,650（4,619）
12（15）
33（39）

8,083

10（12）
43（50）

大刀洗町役場
税務課　住民課
健康福祉課　建設課

7期
6期

12月分
5期

12月分

介護保険料・・・・・・・・・・・・・5期

納税には便利な口座振替を
ご利用ください。

今月の口座振替は、
12月28日（火）です。

福岡県介護保険広域連合
大刀洗町役場
健康福祉課

納税には便利な口座振替を
ご利用ください。

今月の口座振替は、
12月27日（月）です。

（　）は昨年同期
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い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
（
下
水
道
使
用
料
に

係
る
世
帯
人
員
変
更
届
出
書
も

提
出
が
必
要
で
す
）。

　

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
係
る

 

世
帯
人
員
変
更
届
出
書
の

お
知
ら
せ

　

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
ひ
と
月
あ
た
り

世
帯
割
１
，
５
０
０
円
と
世
帯

人
員
割
６
０
０
円
／
人
の
合
計

と
消
費
税
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

世
帯
人
員
数
の
確
認
は
住
民

票
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、
長

期
入
院
・
施
設
入
所
・
学
生
・

単
身
赴
任
な
ど
で
、
転
出
・
転

居
届
を
し
な
い
で
一
時
的
に
居

住
し
て
い
な
い
方
が
あ
る
場
合

に
は
「
世
帯
人
員
変
更
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

提
出
日
分
よ
り
料
金
の
変
更
が

出
来
ま
す
（
そ
の
こ
と
を
証
明

す
る
書
面
等
の
添
付
が
必
要
で

す
）。

　

な
お
、
転
入
・
転
居
届
を
し

な
い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い

る
方
が
あ
る
場
合
は
必
ず
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
（
証
明
書
類

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

  

ま
た
、
届
出
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
登
録
に
つ
い
て

　

大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
の
登
録
受
付

を
行
い
ま
す
。

申
請
書
配
布
期
間

　

平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）

か
ら

受
付
期
間　

　

平
成
23
年
１
月
17
日
（
月
）

～
28
日
（
金
）

下
水
道
接
続
へ
の
お
願
い

　

本
町
の
下
水
道
は
平
成
18
年

度
で
下
水
道
管
路
工
事
を
ほ
ぼ

完
了
し
、
ほ
と
ん
ど
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
日
常
生
活
で
発

生
す
る
生
活
雑
排
水
や
汚
水
等

を
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ
り

道
路
側
溝
等
の
蚊
や
ハ
エ
な
ど

を
防
ぎ
、
伝
染
病
を
予
防
し
ま

す
。
ま
た
、
汚
れ
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
か
ら
川
へ
流
す
こ
と

で
河
川
・
海
な
ど
の
公
共
用
水

域
を
き
れ
い
に
し
地
球
環
境
を

守
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
も
、
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば

本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使

用
で
き
る
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
方
は
１
日
も
早
く

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

建
設
課
管
理
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

建
設
課
管
理
係

（
内
線
１
７
３
）

筑
後
川
流
域
景
観
計
画
に

 
基
づ
く
届
出
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　

福
岡
県
で
は
、
筑
後
川
流
域

の
良
好
な
景
観
を
守
り
育
て
る

た
め
、
平
成
22
年
10
月
１
日
に
、

景
観
法
に
基
づ
く
「
筑
後
川
流

域
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
筑
後
川
流
域
で
は
、
九
州

一
の
大
河
で
あ
る
筑
後
川
を
は

じ
め
、
山
並
み
、
田
園
、
道
路

な
ど
、
広
域
的
に
連
続
す
る
景

観
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
社
仏
閣
や
酒
蔵
な
ど
の
歴
史

的
な
建
造
物
等
、
流
域
の
歴
史

を
物
語
る
景
観
資
源
が
多
く
存

在
し
ま
す
。
本
計
画
は
、
こ
う

し
た
景
観
を
保
全
・
形
成
し
、

市
町
の
境
界
を
超
え
て
相
互
に

連
携
し
な
が
ら
景
観
の
調
和
を

図
る
た
め
、
景
観
法
を
活
用
し

た
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

併
せ
て
、「
福
岡
県
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
」
を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。
平
成
23

年
１
月
１
日
以
降
、
本
町
区
域

内
で
一
定
規
模
以
上
の
行
為
を

行
お
う
と
す
る
場
合
は
県
へ
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

届
出
対
象
区
域　

大
川
市
、
小

郡
市
、
大
刀
洗
町
、
大
木
町
、

広
川
町
の
区
域

※
詳
細
は
、福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
左
記
の
問
合
せ
先
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課　

都
市
政
策
係

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
１
２

toshi

＠pref.fukuoka.lg.jp

お
知
ら
せ

看
護
職
員
等
の

業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ

び
歯
科
技
工
士
で
、
こ
れ
ら
の

免
許
に
か
か
る
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に
、

住
所
・
氏
名
な
ど
を
届
け
出
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
所
定
の
用

紙
を
勤
務
地
の
県
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
ま
た
は
北
九
州
市
、

福
岡
市
、
大
牟
田
市
、
久
留
米

市
の
各
保
健
所
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

届
出
用
紙
は
、
県
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所

に
置
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　

　

平
成
23
年
１
月
17
日
（
月
）

問
合
せ
先　

福
岡
県
保
健
医
療

介
護
部
医
療
指
導
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
６

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.fu
ku

o
ka.

lg.jp
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犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

○
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の

犯
罪
行
為
に
よ
り
、

・
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族

・
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
方

・
重
大
な
負
傷
又
は
疾
病
を
受

け
た
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
等
給
付
金

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪

行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　

12
月
17
日
（
金
）

○
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

　

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話｢

ミ

ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン｣

は
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や

そ
の
周
り
の
方
々
の
心
の
ケ
ア

を
お
手
伝
い
す
る
相
談
電
話
で

す
。☎

０
９
２
・
６
３
２
・
７
８
３
０

平
日
午
前
９
時
～午

後
５
時
45
分

問
合
せ
先　

福
岡
県
警
察
本
部

警
察
安
全
相
談
課

☎
０
９
２
・
６
４
１
・
４
１
４
１

（
内
線
２
５
３
４
）

又
は
、
小
郡
警
察
署

☎
７
３
・
０
１
１
０

各
種
相
談

 

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

　

町
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
労
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
面
談
は
大
刀
洗
町
役

場
健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

第
62
回
人
権
週
間

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

　

家
庭
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差

別
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ

さ
い
。
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時　

12
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
８
８
９
・
４
０
５

問
合
せ
先

　

福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局

☎
３
９
・
２
１
２
１

第
62
回
人
権
週
間

人
権
・
困
り
ご
と
相
談

　

12
月
４
日
（
土
）
～
10
日
（
金
）

は
人
権
週
間
で
す
。
日
頃
困
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場①

ぬ
く
も
り
の
館
大
刀
洗

②
憩
い
の
園
大
堰
交
流セ

ン
タ
ー

費
用　

無
料

大
刀
洗
町
の
人
権
擁
護
委
員
が

対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
７
７
・
２
２
６
６

休
日
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
で
す
。
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
で
は
、
休
日
の
エ

イ
ズ
相
談
及
び
エ
イ
ズ
（H

IV

）

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

久
留
米
総
合
庁
舎
３
階

※
相
談
や
検
査
は
無
料
、
匿
名

で
受
け
ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
を
厳
守
。

検
査
項
目　

エ
イ
ズ
（H

IV

）

検
査
・
梅
毒
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ

ア
検
査

結
果
説
明　

エ
イ
ズ
検
査
の
結

果
は
採
血
後
約
１
時
間
で
ご
本

人
へ
説
明
し
ま
す
。
そ
の
他
検

査
は
１
週
間
後
に
来
所
い
た
だ

き
、
直
接
結
果
を
説
明
し
ま
す
。

■
そ
の
他
、
定
例
相
談
も
あ
り

ま
す
。

【
久
留
米
総
合
庁
舎
】

　

毎
週
火
曜
・
午
前
９
時
～
11
時

【
朝
倉
総
合
庁
舎
】

　

毎
週
月
曜
・
午
前
９
時
～
10
時

い
ず
れ
も
エ
イ
ズ
・
梅
毒
・
ク
ラ

ミ
ジ
ア
検
査
で
、
結
果
は
１
週

間
後
に
ご
本
人
へ
説
明
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
北
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所　

保
健
衛

生
課　

感
染
症
係

☎
０
９
４
６･

２
２･

９
８
８
６

年
末
年
始
に
向
け
た
住
居･

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
離
職

に
よ
っ
て
住
居
を
失
っ
て
お
困

り
の
方
や
、
求
職
活
動
中
の
生

活
費
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
の

ほ
か
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
に
お
い
て

用
意
さ
れ
て
い
る
支
援
策
を
、

適
切
に
ご
案
内
で
き
る
よ
う
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

福
岡
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課　

雇
用
開

発
係

担
当　

安
河
内
・
阿
南

☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
０
６

募
集

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
す
る
住
宅

本
郷
団
地　

１
戸

簡
易
耐
火
２
階
３
Ｄ
Ｋ

水
洗
洋
式　

昭
和
57
年
度
築

申
込
締
切　

12
月
20
日
（
月
）

申
込
資
格

　

町
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務

場
所
を
有
す
る
も
の
（
単
身
者
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は
不
可
）

　

但
し
、
高
齢
者
、
身
障
者
等

は
単
身
で
も
申
込
み
可
能

収
入
基
準

一
般
の
世
帯
政
令
月
収

　

15
万
８
千
円
以
下

高
齢
者
等
政
令
月
収

　

21
万
４
千
円
以
下

申
込
書
類

＊
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

＊
所
得
証
明
書（
入
居
者
全
員
）

＊
住
民
票
謄
本（
右
に
同
じ
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

建
設
課　

管
理
係

☎
７
７
・
０
１
０
１

（
内
線
１
７
２
）

平
成
22
年
度

 

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

募
集
住
宅

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

案
内
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）

～
１
月
19
日
（
水
）

募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社
・
公
社
管

理
事
務
所
・
県
営
住
宅
管
理
課
・

役
場
建
設
課
及
び
支
所

問
合
せ
先　

県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

久
留
米
税
務
署「
平
成
23

年
度
国
税
モ
ニ
タ
ー
」募
集

　

国
民
の
皆
さ
ま
に
、
国
税
に

関
す
る
意
見
・
要
望
を
お
伺
い

し
、
事
務
運
営
の
改
善
に
役
立

て
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
国

税
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

人
員　

１
名

任
期　

１
年
間
（
平
成
23
年
４

月
１
日
～
24
年
３
月
31
日
）

応
募
資
格　

久
留
米
市
、
小
郡

市
、
う
き
は
市
及
び
大
刀
洗
町

に
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成
23

年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
。
た

だ
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

議
員
及
び
公
務
員
の
方
、
国
税

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
の
方
は
除
き

ま
す
。

仕
事
内
容

①
モ
ニ
タ
ー
懇
親
会
へ
の
出
席

（
年
２
回
程
度
）

②
モ
ニ
タ
ー
意
見
書
の
提
出（
随

時
）

③
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
（
年
３
回
程
度
）

応
募
方
法　

久
留
米
税
務
署

に
応
募
用
紙
を
備
え
つ
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
郵
送
又
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.nta.

go.jp/fukuoka/

） 

か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
「
国
税
モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」

に
つ
い
て
は
、
返
却
し
か
ね
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締
切　

平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）

選
考
結
果

　

平
成
23
年
３
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
、国
税
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
く
方
に
の
み
直
接
連

絡
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

久
留
米
税
務
署　

税
務
広
報
広
聴
官

☎
３
２
・
４
４
６
１

介
護
講
座
が開

催
さ
れ
ま
す

　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

介
護
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
で
は

な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

講
座
名
・
開
催
期
間

認
知
症
介
護
コ
ー
ス

（
定
員
40
名
程
度
）

平
成
23
年
１
月
９
日
～
２
月
６

日
の
毎
週
日
曜
日
（
全
５
回
）

介
護
予
防
コ
ー
ス

（
定
員
30
名
程
度
）

平
成
23
年
１
月
12
日
～
２
月
９

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
５
回
）

※
１
回
の
み
の
受
講
も
出
来
ま

す
。

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

締
切

　

講
座
開
催
日
の
１
週
間
前
必
着

※
受
講
料
無
料
。
先
着
順
。

※
都
合
に
よ
り
、
日
時
の
変
更

も
し
く
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
・
問
合
せ
先

〒
８
１
６
・
０
８
０
４　

福
岡
県
春
日
市
原
町
３
・
１
・
７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
Ｆ

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県
社
会
福

祉
協
議
会　

福
祉
振
興
部
介
護

実
習
課

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
５
１

FAX
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
５
４

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

撮
影
期
間　

　

平
成
23
年
６
月
末
日
ま
で

応
募
対
象
作
品

　

撮
影
期
間
中
に
福
岡
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

提
出
期
限

　

平
成
23
年
７
月
末
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
管
理
事
務
所
（
月
曜
休
館
）

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

試
験
・
資
格
・
職
業
訓
練

第
３
回危

険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

平
成
23
年
２
月
27
日

（
日
）　

午
前
10
時
か
ら

会
場　

久
留
米
大
学
御
井
学
舎

試
験
種
類
お
よ
び
受
験
料

甲
種　

５
，
０
０
０
円

乙
種
全
類　

３
，
４
０
０
円

願
書
受
付
期
間
お
よ
び

受
付
場
所

・
書
面
申
請

12
月
15
日
（
水
）
～

平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）

〒
８
１
２
・
０
０
３
４
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福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
番

15
号「
ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階
」

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
支
部

・
電
子
申
請

12
月
12
日
（
日
）
～

平
成
23
年
１
月
８
日
（
土
）

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp

（
注
）
別
日
程
で
大
牟
田
会
場
で

の
試
験
も
あ
り
、
重
複
受
験
が

可
能
。

手
続
き
は
別
々
に
必
要
で
願
書

の
受
付
期
間
は
同
様
で
す
。

問
合
せ
先

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

福
岡
支
部

☎
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
１

FAX
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
２

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

た
め
の
就
労
支
援
講
座

内
容｢

パ
ソ
コ
ン
講
習
会｣

・ 

ｃ
ｓ
検
定
受
験
対
策

・ 

３
級
表
計
算
技
士

・ 

履
歴
書
の
書
き
方
、面
接
の
受

け
方
な
ど

日
時　

１
月
12
日
（
水
）～
14
日

（
金
）１
月
18
日
（
火
）～
20
日

（
木
）１
月
25
日
（
火
）～
28
日

（
金
）の
10
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
全
55
時
間
）

会
場　

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

受
講
対
象
者　

県
内
在
住
の
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
、

求
職
中
の
人
、
ま
た
は
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人　

15
名（
定

員
オ
ー
バ
ー
の
場
合
抽
選
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
３
千
円
程
度
自
己
負
担

＊
検
定
料
は
含
み
ま
せ
ん
）

託
児　

無
料
、事
前
予
約
制
（
６

カ
月
～
就
学
前
の
こ
ど
も
）

締
切　

12
月
20
日
（
月
） 

申
込
・
問
合
せ
先　

久
留
米
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

タ
ー
就
業
相
談
窓
口

☎
３
６
・
２
６
２
６

母
子
家
庭
の
た
め
の

「
パ
ソ
コ
ン
」講
習
会

講
習
内
容　

パ
ソ
コ
ン
初
級

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）

日
時　

１
月
25
日
（
火
）

～
28
日
（
金
）
の
４
日
間

　

午
前
９
時
30
分～

午
後
４
時
30
分

１
日
６
時
間
（
全
24
時
間
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス

ト
代
の
３
千
円
程
度
自
己
負
担
）

定
員　

20
名
（
定
員
オ
ー
バ
ー

の
場
合
抽
選
、
応
募
者
数
半
数

以
下
は
中
止
の
場
合
あ
り
）

締
切　

１
月
５
日
（
水
）
必
着

会
場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

受
講
対
象
者　

県
内
在
住
の
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
、

就
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望
し

て
い
る
方

託
児　

事
前
予
約
制
（
１
才
～

就
学
前
ま
で
）

申
込
方
法　

町
健
康
福
祉
課
、

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会

福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
て
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会　

母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

FAX
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
３

職
業
訓
練
生
募
集

試
験
科
名　

パ
ソ
コ
ン
中
級
科

応
募
資
格　

雇
用
保
険
受
給
者

ま
た
は
、
公
共
職
業
安
定
所
か

ら
受
験
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
訓
練
を
受
け
て
関
係
職

種
へ
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
。

受
講
期
間　

　

平
成
23
年
２
月
４
日
（
金
）

～
４
月
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～午

後
４
時
30
分

※
土
日
祝
日
休
み

募
集
期
間

11
月
22
日
（
月
）
～

12
月
21
日
（
火
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス

ト
代
６
，
９
９
０
円
及
び
検
定

受
験
料
は
自
己
負
担
）

入
校
選
考
日

平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

午
前
８
時
45
分
受
付

午
前
９
時
15
分
開
始

※
応
募
書
類
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ
先

　

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術

専
門
校

☎
３
２
・
８
７
９
５

催
し
物

資
金
と
物
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

第
30
回

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
展
示
会

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
無
料
で
譲

渡
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
４
日
（
土
）・
５
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

内
容　

・
家
具
類･

自
転
車
等

の
無
料
抽
選
・
ガ
ラ
ス
工
芸
展
・

ボ
カ
シ
販
売
等

対
象
者　

朝
倉
市
・
朝
倉
郡
・

三
井
郡
・
久
留
米
市
北
野
町

在
住
者

会
場
・
問
合
せ
先　

｢

サ
ン
・

ポ
ー
ト｣

リ
サ
イ
ク
ル
工
房

☎
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
９
０

人
権
週
間
講
演
会

期
日　

12
月
11
日
（
土
）

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

第
１
部　

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
10
分

内
容　

映
画
上
映｢

ハ
ッ
シ
ュ｣

第
２
部　

　

午
後
１
時
～
２
時
35
分

内
容　

講
演　

｢

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に｣

虎
井
ま
さ
衛

第
３
部　

　

午
後
２
時
50
分
～
３
時
50
分

内
容　

全
国
中
学
校
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
優
秀

作
品
の
発
表

問
合
せ
先　
（
財
）
福
岡
県
人

権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
７
１

FAX
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
７
３
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特定（産業別）最低賃金改定のお知らせ
福岡県特定（産業別）最低賃金が次のとおり改定されます。

これらの特定（産業別）最低賃金に該当しない産業は、平成 22 年 10 月 22 日から改
定されています福岡県最低賃金（１時間692円）が適用されます。

　詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課（☎092-411-4578）
または、お近くの労働基準監督署までお尋ねください。

記

最低賃金名 1時間 効力発生日

福岡県製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業
最低賃金 824円

平成22年12月10日

福岡県電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金 782円

福岡県輸送用機械器具製造業最低賃金 805円

福岡県百貨店、総合スーパー最低賃金（※1） 755円

福岡県自動車（新車）小売業最低賃金 797円

福岡県各種商品小売業最低賃金（※2） 710円 平成14年12月10日（※3）

※１※２　衣、食、住にわたる各種の商品を小売する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるか
が判別できない事業所であって、従業者が常時 50 人以上のものを百貨店、総合スーパー、従業者が常時 50
人未満のものを各種商品小売業といいます。

※ 3　　　各種商品小売業最低賃金は、平成 15 〜 22 年の間金額が改定されていません。　

高校生の求人が大変不足しています。
採用枠の拡大の検討をお願いします。

事　業　主　の　皆　様　へ

厚生労働省福岡労働局・公共職業安定所 ( ハローワーク )

　新規学校卒業者の就職環境は、昨年度に引き続き厳しい状況が継続しています。
　平成23年３月高等学校卒業予定の就職希望者7,188名のうち福岡県内での就職希望者は、
6,001 名と 83.5％の生徒が地元での就職を希望しています。
　一方、新規高等学校卒業予定者を対象とする県内求人数については、平成 22 年７月末現在、
3,664 人で前年同月比 11.4％減、前々年同月比 50.6％減と大変厳しい状況となっています。
　昨今の景気状況から、採用枠の拡大に慎重な企業も多数あると存じますが、これから新た
に社会に出ようとする学生・生徒が、希望を持って職業生活に踏み出せるよう、新規学校卒
業者の採用について、今一度ご検討いただき、管轄のハローワークに求人の申込みをお願い
いたします。
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　経済産業省では、工業統計調査を平成 22 年 12 月 31 日現在で実施します。

　本調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにすることを目的として

調査します。

　本調査は、国の重要な統計調査であり、調査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎

資料として使われるほか、大学や民間の研究機関、小・中・高等学校の教材など広く利用されて

います。

　皆様からご提出していただく調査票については、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されま

すので、正確なご記入をお願いします。

製造事業所の皆さまへ
統計調査にご協力ください。

［平成23年	福岡県警察年頭視
し

閲
え つ

のお知らせ］
　福岡県警察では、来年１月５日、北九州メディアドームにおきまして年頭視閲を行います。
威風堂々たる本県警察の勇姿を御覧いただくために、県民の皆様の多数のご来場を
お待ちしております。

※当日は、ご自由に入場できますので、多数の皆様のご来場をお待ちしています。
※お問合せ先
　福岡県警察本部教養課　☎092-641-4141（内線 2744）
　小郡警察署　　　　　　☎73-0110

平成 23 年１月５日（水）
午前 10 時 00 分～午後 0 時 30 分（開場 午前９時 20 分）

北九州メディアドーム（北九州市小倉北区三荻野 3-1-1）

●年頭視閲
　警察部隊分列行進・車両行進　等
●機動部隊出動式
　白バイ・パトカーの出動式
●逮捕術訓練
　基本訓練、実戦的訓練
●ふれあい広場
　白バイ・パトカーの体験乗車　等

http://www.meti.go.jp/statistics/

経 済 産 業 省
福 岡 県
大 刀 洗 町

入場無料
日 時

場 所

内 容

詳しくは福岡県警のホームページで。
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平
成
23
年
大
刀
洗
町
成
人
式

は
左
記
の
通
り
で
す
。

　

式
典
終
了
後
、
記
念
写
真
撮

影
、
新
成
人
で
設
立
し
た
実

行
委
員
会
主
催
の
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
成

人
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
９
日
（
日
）

受
付　

午
前
９
時
30
分

開
式　

午
前
10
時

会
場    

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象  

平
成
２
年
４
月
２
日
～

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方 

問
合
せ
先    

生
涯
学
習
課    

☎
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

（
内
線
８
０
３
・
８
０
４
）

ホ
タ
ル
の
里小

塩
の
冬
ボ
タ
ル

期
間　

12
月
１
日
（
水
）

～
31
日
（
金
） 

会
場　

う
き
は
市
浮
羽
町
小

塩
地
区

　

初
夏
は
ホ
タ
ル
の
里
と
し
て

知
ら
れ
る
小
塩
地
区
。12
月
は
、

冬
ボ
タ
ル
と
し
て
、
山
里
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
午
後
６
時

か
ら
灯
さ
れ
、
見
る
人
を
や
さ

し
く
癒
し
て
く
れ
ま
す
。 

問
合
せ
先　

う
き
は
市
観
光

協
会
浮
羽
支
局

☎
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
１
１

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
８
７

大
学
稲
荷
ふ
い
ご
祭
り

期
日　

12
月
８
日
（
水
）

会
場　

大
学
稲
荷
神
社

　

鍛
冶
や
鉄
工
な
ど
火
を
使
う

職
業
に
従
事
す
る
人
が
、
ふ
い

ご
と
呼
ば
れ
る
窯
に
空
気
を
送

り
こ
む
た
め
の
道
具
に
餅
や
ミ

カ
ン
を
供
え
て
祭
り
ま
す
。
餅

ま
き
や
み
か
ん
ま
き
、
願
い
事

が
込
め
ら
れ
た
護
摩
木
を
焚

く
、
護
摩
焚
き
な
ど
も
行
わ
れ

ま
す
。

問
合
せ
先　

　

高
良
大
社☎

４
３
・
４
８
９
３

FAX
４
３
・
４
９
３
６

　

大
学
稲
荷
神
社

☎
４
３
・
４
９
３
７

FAX
４
３
・
４
９
３
６

八
丁
島
の
御
供
納

期
間　

12
月
11
日
（
土
）

～
12
日
（
日
） 

会
場　

八
丁
島
天
満
宮

　
池
の
主
で
あ
る
大
蛇
に
、
人
に

見
立
て
た
米
俵
を
供
え
る
と
、
村

の
災
難
が
収
ま
り
五
穀
豊
穣
に

な
っ
た
と
い
う
伝
説
に
も
と
づ
く

祭
で
、
市
の
無
形
民
族
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
収
穫

を
感
謝
す
る
新
嘗
祭
も
同
時
に
開

催
さ
れ
ま
す
。	

問
合
せ
先　

自
治
会
長

石
橋
良
光
氏

☎
３
４
・
３
５
８
３

FAX
３
３
・
０
２
５
４

成
田
山
納
不
動
火
祭
り

期
日　

12
月
28
日
（
火
）

　

今
ま
で
に
受
け
た
御
札
や
御

守
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
燃
え

上
が
る
護
摩
の
火
炎
の
中
に
入

れ
、
無
病
息
災
の
御
加
護
を
感

謝
し
祈
祷
を
す
る
祭
り
で
す
。

会
場
・
問
合
せ
先　

　

成
田
山
久
留
米
分
院

☎
２
１
・
７
５
０
０

FAX
２
１
・
５
３
８
８

年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

日
時　

12
月
31
日
（
金
）

午
後
11
時
30
分
～
翌
０
時
30
分 

会
場　

北
野
天
満
宮

　

北
野
太
鼓
・
轍
（
わ
だ
ち
）
に

よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
演
奏

問
合
せ
先　

　

北
野
総
合
支
所
産
業
振
興
課

☎
７
８
・
３
５
６
９

FAX
７
８
・
６
４
８
２

　

北
野
天
満
宮　☎

７
８
・
２
１
４
０

FAX
７
８
・
６
４
８
２

鬼
夜

期
日　

１
月
７
日
（
金
）

　

日
本
一
と
い
わ
れ
る
大
松
明

６
本
が
紅
蓮
の
炎
を
上
げ
て
燃

え
盛
り
、
そ
れ
を
数
百
人
の
裸

の
氏
子
若
衆
が
カ
リ
マ
タ
で
支

え
て
境
内
を
廻
る
と
い
う
熱
気

あ
ふ
れ
る
勇
敢
な
年
頭
の
祭
り

で
す
。
大
松
明
の
火
を
あ
び
る

と
無
病
息
災
と
い
わ
れ
、
家
内

安
全
、
災
難
消
除
、
開
運
招
福

を
祈
願
す
る
人
で
賑
わ
い
ま

す
。

会
場
・
問
合
せ
先　

　

大
善
寺
玉
垂
宮

☎
２
７
・
１
８
８
７

FAX
２
７
・
１
８
８
７

▲昨年の祝賀パーティー

集
ま
ろ
う 

20
歳

平
成
23
年
の
成
人

ち
く
ご
路
か
わ
ら
版

︿
ち
く
ご
遊
学
﹀http://w

w
w
.kttnet.co.jp/kurum

e-koiki/
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10
月
10
日
（
日
）
大
刀
洗
町
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
Ａ
級

　

１
位　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　

(

松
隈
敦
子
、
平
山
貴
祥
ペ
ア)

　

２
位　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　

(

田
村
隆
志
、
河
野
友
保
ペ
ア)

男
子
Ｂ
級

　

１
位　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　

(

井
口
祐
治
、
池
尻
昭
子
ペ
ア)

　

２
位　

D
ream

s

  (

牛
島
日
出
夫
、吉
田
謙
二
ペ
ア)

男
子
Ｃ
級

　

１
位　

日
吉
ク
ラ
ブ

　

(

津
原
利
典
、
井
手
麗
名
ペ
ア)

　

２
位　

酔
鯨

　

(

榎
本
博
、
藤
本
薫
ペ
ア)

女
子
Ａ
級

　

１
位　

小
郡
市
民
ク
ラ
ブ

　

(

村
岡
か
お
り
、
阿
川
綾
ペ
ア)

　

２
位　

久
留
米
学
園

　

(

村
岡
莉
帆
、
今
村
志
帆
ペ
ア)

女
子
Ｂ
級

　

１
位 

大
刀
洗
ク
ラ
ブ

　

(

丸
林
代
理
子
、
中
村
文
ペ
ア)

　

２
位
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

　

(

高
山
香
織
、
坂
井
理
恵
ペ
ア)

女
子
Ｃ
級

　

１
位　

若
宮
ジ
ュ
ニ
ア

　

(

安
達
眞
衣
、
古
賀
風
花
ペ
ア)

　

２
位　

大
刀
洗
ク
ラ
ブ

　
(

川
波
友
美
、
廣
松
京
子
ペ
ア)

大
刀
洗
ク
ラ
ブ
で
は
、
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
、
金

曜
日
午
後
８
時
～
10
時
、
大
刀
洗

町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

大
刀
洗
町
体
育
協
会
事
務
局

(

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
内)

☎
７
７
・
２
６
７
０

10
月
23
日
（
土
）、
大
刀
洗
町
運

動
公
園
、
中
学
校
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
刀
洗
ジ
ュ
ニ

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
男
女

と
も
に
三
位
入
賞
し
ま
し
た
。

男
子
の
部

優　

勝　

野
田
、
池
末

準
優
勝　

久
保
田
、
佐
藤

三　

位　

梅
村
、
岡
本

　
　
　
　

中
村
、
米
澤

三
位
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

安
川
、
平
野

準
優
勝　

斉
藤
、
永
江

女
子
の
部

優
勝　

芦
刈
、
中
尾

準
優
勝　

足
立
、
田
中

三
位　

為
藤
、
吉
田

　
　
　

池
田
、
山
中

三
位
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

寺
本
、
渡
邉

準
優
勝　

遠
藤
、
甲
田

10
月
30
日
（
土
）、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績

優
勝　

ウ
ノ
木
チ
ー
ム

２
位　

山
隈
チ
ー
ム

３
位　

東
本
郷
チ
ー
ム

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

(

数
字
は
回
数)

平
田
ミ
ヤ
子　
　

宮
﨑
芳
加

平
田
保
子　
　
　

宮
原
都
子

澤
﨑
忠
之　
　
　

白
石
康
任
②

中
野
恵
美
子　
　

原
武
敏
昭

平
田　

束　
　
　

廣
瀬
得
夫

吉
田
ヒ
ロ
子
③　

佐
藤　

毅
②

棚
町
保
雄　
　
　

関　

広
人
③

安
丸　

昇
②　
　

中
垣
次
則

牟
田
正
一　
　
　

志
岐
正
英

冨
安
幸
平

今
年
度
は
第
20
回
記
念
大
会
と

な
る
、
ひ
ば
り
ロ
ー
ド
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
。
毎
年
町
内
外
か
ら
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
う
こ
の
大
会
を

今
年
度
も
役
場
を
会
場
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
日　

平
成
23
年
２
月
11
日(

祝)

会
場　

役
場
及
び
西
側
周
辺
道
路

種
目

①
２
㎞
低
学
年
の
部

(

小
学
１
〜
４
年
男
女
）

②
２
㎞
高
学
年
の
部

(

小
学
５
〜
６
年
男
女
）

③
健
康
マ
ラ
ソ
ン
1.5
㎞(

３
歳
以
上)

④
３
㎞
の
部(

中
学
生
以
上
の
男
女
）

⑤
５
㎞
の
部(

中
学
生
以
上
の
男
女
）

参
加
料　

中
学
生
以
下
は
無
料
。

高
校
生
以
上
は
１
種
目
に
つ
き

１
０
０
０
円
（
記
念
品
あ
り
）

締
切　

平
成
23
年
１
月
12
日(

水)

※
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
受
付

い
た
し
ま
せ
ん
。

※
原
則
と
し
て
１
人
１
種
目
の
み

出
場
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
健
康

マ
ラ
ソ
ン
の
み
複
数
出
場
可
。

申
込
・
問
合
せ
先　

ひ
ば
り
ロ
ー

ド
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局(

教
育
委
員
会
内)

☎
７
７
・
２
６
７
０

Fax
７
７
・
２
７
２
０

第
20
回
大
刀
洗
オ
ー
プ
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
結
果

第
３
回
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
結
果

町
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

秋
季
大
会
結
果

第
20
回
記
念
ひ
ば
り
ロ
ー
ド

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集
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10
月
16
、
17
、
23
日
、
大
刀
洗

町
運
動
公
園
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

中
学
校
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

添
田
フ
リ
ー
ズ

準
優
勝　

�

平
野
リ
ト
ル
ジ
ャ

ガ
ー
ズ

三　

位　

�

大
刀
洗
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ

　
　
　
　

�

大
刀
洗
ビ
ッ
グ
ド
ラ

ゴ
ン
ズ

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

光
友
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

準
優
勝　

大
任
無
限

三　

位　

�

平
野
リ
ト
ル
ジ
ャ

ガ
ー
ズ

　
　
　
　

三
国
ク
ラ
ブ

10
月
１
日
〜
９
日
に
、
第
15
回

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

男
子
選
手
権
大
会
が
タ
イ
の
ナ
コ

ン
・
パ
ト
ム
で
開
催
さ
れ
、
町
出

身
の
久
保
山
尚し

ょ
うさ
ん
と
鶴
田
大た

い
き樹

さ
ん
が
、
全
日
本
男
子
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手
に

選
ば
れ
、出
場
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ー

ム
は
見
事
優
勝
し
、
２
０
１
１
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権
大
会

（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
で
同
じ
チ
ー
ム

で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
二
人
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
に
出
場

経
験
は
あ
る
も
の
の
、
最
高
成
績

は
２
位
だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
優

勝
を
と
て
も
喜
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
個
人
賞
で
は
、
鶴
田
さ
ん
は

Ｍ
Ｖ
Ｐ(

大
会
最
優
秀
選
手)

、
久

保
山
さ
ん
は
ベ
ス
ト
セ
ッ
タ
ー
２

位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
の
選
手
権
大
会
出
場
に
向

け
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日
（
土
）
に
ア
ビ
ス
パ

福
岡
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室
in

大
刀
洗
が
下
高
橋
官
衙
遺
跡
で
、

11
月
７
日
（
日
）
に
は
ア
ビ
ス
パ

福
岡
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
in
大
刀

洗
が
菊
池
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
、

子
ど
も
達
が
遺
跡
の
芝
の
上
で
元

気
い
っ
ぱ
い
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
追
い
回
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ー
チ
の
指
導
を
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
た

後
は
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
コ
ー
チ

達
に
サ
イ
ン
を
求
め
る
列
が
で
き

て
、
大
人
気
で
し
た
。

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
親
子

で
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
親
子
が
手
を
繋

い
だ
り
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
り
し

て
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
達
は
き
れ
い
な
芝

の
上
な
の
で
、
安
心
し
て
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
下
高
橋
官
衙
遺
跡
や

菊
池
小
学
校
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
回

は
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
次
回

は
是
非
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

大刀洗ジュニアクラブ

大刀洗ビッグドラゴンズ

▲中央 10 番久保山尚さん、
右 3 番鶴田大樹さん

▲少年少女サッカー教室（下高橋官衙遺跡）

▲親子スポーツ教室（菊池小学校）

町
出
身
の
２
選
手

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
世
界
へ

ア
ビ
ス
パ
福
岡
の
コ
ー
チ
が

大
刀
洗
に
来
ま
し
た

第
15
回
大
刀
洗
町
長
杯

ひ
ば
り
カ
ッ
プ
争
奪

少
年
野
球
大
会
結
果
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子どもの学び館代表取締役、子育て支援研究所主宰、教育・子育て講
演家、一人芝居演者、福岡市在住の元小学校教諭、元大学講師。
在職中の 22年間は子どもたちの学力保障と人権教育にこだわり、創
造的な教育実践を展開。その実践をもとにした子育て講演、人権啓発
活動の一人芝居が話題となり、「もう一度みたい」「涙と笑いのあっと
いう間の時間だった」と口コミで依頼が殺到。
2004年４月、教職を離れ、「子どもの学び館」を創設し、子育て支
援事業を展開するとともに、講演活動に専念。今では「一人芝居先生」
として年間 200回前後のペースで全国で講演活動を展開している。

ぬくもりのある人権のまちづくりについて

大刀洗町人権講演会

福
ふくなが

永宅
た く じ

司 一人芝居先生が行く
「君をいじめから守る」

期　日 ■ 12 月５日（日）
時　間 ■ 午後２時 [ 開演 ]（午後１時 30 分 開場）
会　場 ■ 大刀洗ドリームセンター ドリームホール

入場無料・全席自由・託児あり

福
ふ く な が

永 宅
た く じ

司 氏 プロフィール
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大刀洗町小・中学校学力向上推進事業発表会

平成 20・21・22 年度福岡県教育委員会指定（ふくおか学力アップ推進事業強化市町村）

【研究主題】
次代を築き、たくましく生きる『確かな学力』をもった児童生徒の育成

10 月 29 日（金）ドリームセンターにおいて、大刀洗町小・中学校学力向上推進事業発表会を開催し

ました。

町内及び県内各地から約 330 名の参加者のもと、町内小・中学校の４名の教員による学力向上に向け

た各取組についての実践発表及び福岡教育大学教職大学院教授小泉令三先生による講評が行われました。

問合せ先
教育委員会　学校教育課 ☎ 77-2670　内線 801、802

また、愛媛大学教育学部准教授 露口健司先生を講師にお迎えして、「小・中連携による学力向上の成果

と課題」と題し、学校における教師と子どもの関わり方や家庭での生活習慣と学力の関係性について講演

していただきました。

ご参加いただきました保護者及び地域の皆様方に厚くお礼申し上げます。

【
実
践
発
表
】

研究部会等 発表者 主な内容

大刀洗町学力向上全体構想
及び全国学力・学習状況調査結果

大刀洗中学校
教頭　佐藤　勝彦

本町の学力実態と学力向上の全体構想、学
力向上プラン、学力の結果分析等

小・中教科等研究部会
菊池小学校

教諭　酒井　寿幸
本町学力向上プランをもとにした４小学校

１中学校の授業改善の取組の詳細

小・中９カ年部会
大堰小学校

教諭　今津　弘樹
本町４小学校１中学校の学力向上に向けた

連携の工夫と取組の詳細

学校・家庭連携部会
本郷小学校

教諭　髙山　三好
学校と家庭の連携の在り方、家庭への啓発、

町内合同家庭教育研修会等の取組の詳細

【
講
評
】

福岡教育大学　教職大学院
教授　小泉　令三　先生

3 年間の事業の中で、住民が参加された検証委員会及び上記の
3 部会で取組が推進され、町全体の中学校ブロック（4 小学校・1
中学校）が一体となり横糸と縦糸の役割を果たし、より実効性の
ある取組が推進できたと言えます。

これから、町全体で学力向上の取組をどの程度、継続・発展さ
せる伝統を定着させるか期待し講評とします。

【主な講演内容】
《家庭におけるつながり》
・�テレビを見ながら食事、テレビを見ながら勉強は

学力低下
・�生活習慣キーワード「定時就寝」「定時起床」「自

立起床」「メディア（ﾃﾚﾋﾞ・ｹﾞｰﾑ）時間」等
《学校・家庭・地域のつながり》
・保護者のつながりの重要性
・地域のつながりの重要性
・学校・家庭のつながりの重要性
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ち
ゃ
お
の
バ
ス
ハ
イ
ク

10
月
16
日
（
土
）

バ
ス
に
乗
っ
て
、
文
化
村
で

た
く
さ
ん
あ
そ
ん
だ
よ
。

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

10
月
28
日
（
木
）

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
楽
し

か
っ
た
よ
。

ち
ゃ
お
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
22
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

広
場
「
ち
ゃ
お
」

（
午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
友

だ
ち
と
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

※
支
援
セ

ン
タ
ー
で

お
弁
当
を

食
べ
て
い

ま
す
。

12
月
の
親
子
あ
そ
び

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
リ
ー
ス
つ

く
り
を
し
ま
す
。

ち
ゃ
お
の
誕
生
会

12
月
20
日
（
月
）

12
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
し

ま
す
。

子
育
て
講
座

「
手
作
り
お
や
つ
」

　
　
　

栄
養
士　

田
中　

京
子

日
時　

12
月
９
日(

木)

　
　
　

午
前
10
時
（
受
付
）

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館
（
調
理
室
）

参
加
費　

３
０
０
円(
当
日
集

め
ま
す)

簡
単
で
お
い
し
い
お
や
つ
を

作
り
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土

( 大 ) 大堰交流センター　( 就 ) 就業改善センター
( 南 ) 南部コミュニティセンター
( ふ ) ふれあいセンター

1 2 3 4
園庭開放
大堰保育園

子育て相談 ほっとタイム
( 栄養・子育て）

園庭開放
海の星保育園

5 6 7 8 9 10 11
広場ちゃお 広場ぐるりんぱ

（大）
おはなし会
親子あそび

子育て講座
（おやつ作り）

ベビーちゃお
( 生 後 6 ヶ月ま
で )

子育て支援
センター

12 13 14 15 16 17 18
広場ちゃお 広場ぐるりんぱ

（就）
園庭開放
本郷保育園

子育て相談 ほっとタイム
( 栄養・子育て）

園庭開放
大刀洗保育園

19 20 21 22 23 24 25
広場ちゃお
ちゃお誕生会

広場ぐるりんぱ
（南）

ちゃおの
クリスマス会

天皇誕生日 ベビーちゃお
(７～12ヶ月まで)

園庭開放
本郷保育園

26 27 28 29 30 31
広場ちゃお 広場ぐるりんぱ

（ふ）

12 月の行事予定

No.51
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私
と
図
書
館

甲
条
　
早
野
ト
ラ
ノ
さ
ん

家
族
に
送
っ
て
も
ら
い
図
書
館
に

行
く
こ
と
が
、
私
の
一
番
の
楽
し
み

で
す
。
図
書
館
に
行
き
、
六
十
数
年

前
に
夢
中
で
読
ん
だ
モ
ン
ゴ
メ
リ
の

「
赤
毛
の
ア
ン
」
な
ど
多
く
並
ん
で

い
る
の
を
見
て
本
当
に
懐
か
し
く
思

い
ま
し
た
。

私
が
最
も
好
き
な
の
は
歴
史
に
関

す
る
本
で
す
が
、
そ
れ
に
捉
わ
れ
る

こ
と
な
く
様
々
な
種
類
の
本
を
読
み

ま
す
。
そ
れ
は
作
者
に
よ
っ
て
物
の

捉
え
方
、
表
現
の
方
法
な
ど
個
々
に

違
っ
て
い
て
非
常
に
興
味
深
い
か
ら

で
す
。
ま
た
、
気
分
が
落
ち
込
ん
だ

時
な
ど
本
を
読
む
こ
と
で
気
持
ち
の

切
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
本
は
私

の
心
の
糧
で
す
。
最
近
は
童
話
も
読

み
ま
す
が
、
老
い
た
私
も
童
心
に
返

り
、
楽
し
く
心
が
和
み
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
国
の
作
家
の
作
品

を
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
国
名
な
ど
書

い
て
お
い
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
い
つ
ま
で
も
通
え
る
高
齢
者
に

優
し
い
図
書
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

一
般
書

「
歌
う
ク
ジ
ラ
」
上
・
下
巻

村
上
　
龍
　
著

〜
未
来
は
も
う
、
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
絶
望
か
、
希
望
か
。
〜

二
〇
二
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
、
ハ
ワ
イ
の
海
底
で
、
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌
を
正
確
に
繰
り
返
し

歌
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
し
て
一
〇
〇
年
後
の
日
本
、

不
老
不
死
の
遺
伝
子
を
巡
り
、
あ

る
少
年
の
旅
が
始
ま
る
…
。

講
談
社
　
刊

児
童
書

「
ひ
み
つ
た
ん
て
い
ダ
イ
ア
リ
ー
１

オ
イ
ボ
レ
発
明
家
を
す
く
え
！
」

ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
　
作

か
い
ぞ
く
好
き
な
女
の
子
フ

ロ
ー
、
も
の
し
り
の
少
年
レ
オ
、

力
も
ち
で
気
の
優
し
い
男
の
子
サ

ム
ソ
ン
の
仲
良
し
３
人
組
が
、
古

い
お
城
の
学
校
で
起
き
る
事
件
や

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
大
活
躍
！

徳
間
書
店
　
刊

一
般
書

橘
花
抄
／
葉
室　

麟

幻
視
時
代
／
西
澤　

保
彦

ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ラ
ブ／

小
路　

幸
也

ほ
か
げ
橋
夕
景
／
山
本　

一
力

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
／
角
田　

光
代

子
ど
も
虐
待
／
西
澤　

哲

人
生
の
終
い
じ
た
く
／
中
村　

メ
イ
コ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
届
い
た
ニ
ッ
ト

　

ぼ
う
し 

手
ぶ
く
ろ 

く
つ
下

／
ア
ン
マ
リ
ー
・
ニ
ル
ソ
ン

日
本
一
わ
か
り
や
す
い
お
金
の
本

／
竹
下　

さ
く
ら

ス
ポ
ン
ジ
は
ん
こ
／
主
婦
の
友
社

児
童
書

ア
マ
ン
ダ
と
く
ま
の
子

／
タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー

こ
ざ
る
10
ぴ
き
が
ん
ば
る
！

／
マ
イ
ケ
ル
・
グ
レ
イ
ニ
エ
ツ

か
ぜ
が
ふ
い
て
き
た
…
／
い
も
と　

よ
う
こ

カ
ー
ズ
ク
リ
ス
マ
ス
だ
い
さ
く
せ
ん
！

／
キ
ー
ル
・
マ
レ
ー

山
男
の
四
月
／
宮
沢　

賢
治

タ
ネ
の
大
図
鑑
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

ラ
ブ
♡
お
ば
け
ベ
イ
ビ
ー
／
む
ら
い　

か
よ

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
落
語
③

　

け
ち
く
ら
べ　
　

 

／
土
門　

ト
キ
オ

誕
生
！
小
さ
な
警
察
犬
く
ぅ

／
あ
ん
ず　

ゆ
き

ユ
リ
シ
ー
ズ
・
ム
ー
ア
と
時
の
扉　

／P
ierdom

enico　

B
accalario

合
計
282
冊

日
時　

12
月
18
日
（
土
）　

午
後
２
時
〜
２
時
半

会
場　

図
書
館
お
は
な
し
会
コ
ー
ナ
ー

紙
芝
居
や
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
よ
。
み
ん
な
で
来
て
ね
。

12
月
29
日(

水)

か
ら
１
月
３
日
（
月
）
ま
で

休
館
し
ま
す
。
休
館
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■12月のカレンダー

土・日・祝は午前10時～午後５時
火・水・金は午前10時～午後６時
　　印は木曜、午前10時～午後７時
　　印は休館日です。

開
館
時
間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 1/1
2 3 4 5 6 7 8

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
よ
り

「
お
話
会
」
開
催
し
て
い
ま
す

★おすすめの本★

今
年
は
国
民
読
書
年
で
す

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
休
館
の
ご
案
内

新 刊 図 書 案 内

29 H22.12 広報たちあらい



「正しい歩行でウォーキング」
９月の武藤先生の健康づくり講演会をうけて、10月23日（土）に実践編

「ウォーキング講習会」を行いました。約100名の方が参加され、医師や健

康運動指導士より正しい歩行について学びました。実際に本郷カトリック

教会（7月に新築されステンドグラスが美しい）まで往復約3.3㎞の道のりを

ウォーキングしました。ひとりで歩くのも良し、仲間と歩くのも良し、町には健

康づくり活動（ウォーキングなど）をしているサークルもあります。健康で元気な毎日を過ごすためにウォーキ

ングを始めませんか。

問合せ先　国保医療係（内線１２５）・健康支援係（内線１６５）

町内一斉「ノーポイ」運動実施
10月24日（日）、町内の筑後川、及びその他の河川堤防敷、

国道、県道、町道等で、一斉に河川美化「ノーポイ」運動が実施

され600人以上の方々の参加があり、可燃ゴミ・不燃ゴミ合わ

せて約350袋のゴミが収集されました。

私達の住む町をきれいで住みよくするためにも、一人ひとり

の心がけが大切です。ゴミが少なくなるよう、これからもみんな

で心がけましょう。

男女共同参画社会の実現を目指して
11月13日（土）、ドリームホールにおいて大刀洗町人権教育推

進のための地域協働モデル協議会主催による講演会を開催しま

した。講師に角
すみ

敏
としひで

秀先生（福岡県人権・同和問題講師団講師、筑

紫女学園中学・高等学校前校長）をお招きし、「男女共同参画社

会の実現を目指して」と題し、女性の「自立」についてなど、分か

りやすく楽しい講演をしていただきました。

男女共同参画社会を実現していくためには、女性自らが起ち上

がる必要があり、スローガンを掲げるだけでなく、具体的に実現

を目指していかなければいけないと話されました。町でも、平成22年4月1日から、大刀洗町男女共同参画

推進条例が施行され、審議会等における女性の登用状況も平成21年の12.1％から、平成22年には17.6％と

徐々に高くなっています。今後も男女共同参画に対しての理解を深めていきながら、大刀洗町の男女共同参

画社会の実現を目指していきましょう。

◎管理栄養士からのカンタン長寿レシピの紹介

3年長生き梅肉しかけ
＜作り方＞
なし1個の皮をむき一口大に切る。これと梅肉1個分細かく刻ん
だものをあえて出来上がり。

▲神父様から絵の意味についてのお話
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本郷と大堰で６泊７日の
通学合宿が行われました

10月17日(日)～23日(土)にふれあいセンター

で、10月24日（日）〜30日（土）は憩いの園大堰

交流センターで合宿をしながら通学する生活丸ご

と体験活動が行われました。

子どもたちは、学校から帰ると洗濯や夕食の準

備にとりかかっていました。合宿中は食事作りや入浴の送迎、お風呂の提供な

ど地域の方のたくさんの協力があり、支援してくださった方が帰られる時は、自

然と感謝の言葉がでていました。

秋の味覚・サツマイモ収穫
10月30日(土)、｢ちくご子どもキャンパス｣が行われました。６月にこの事業

でサツマイモの苗を植え、今回収穫したサツマイモを使ったおやつ作りを体

験しました。苗を植えた時から収穫を楽しみにしていた子どもたちは、畑ま

で走って行き、張り切っていました。初めてカマを持ち、ツルを切ってからス

コップで掘り、大量に収穫することができたので大満足の様子でした。おや

つ作り体験では、サツマイモ入り米粉パンと梅ケ枝餅風のサツマイモ饅頭を

作り、こねたり丸めたり、顔や船などの形にしてみたり工夫していました。ま

た、｢おいしいお茶の入れ方｣を習い、スタッフに一人ずつお茶を入れる体験を

しました。帰りには、｢手が痛い｣と言いながらも袋いっぱいのサツマイモの

おみやげ付きでした。

地域のイベント　稲数まつり
10月24日(日)、第９回稲数まつりが開催されました。あいにくの天

気でしたが、休耕田でのグランドゴルフ大会では、子どもから大人ま

で傘をさしながら楽しみました。ゴルフの後は公民館に移動して、作

品展示のミニ文化祭と昼食会がありました。地区のほとんどの方が参

加され、大変にぎやかな会となりました。

ちゃお²の子育て応援講座第1回が開かれました
11月４日(木)、子育てボランティアちゃお²が企画した子育て応援講座の第１回「パパッと晩ごはん」と題し

た調理実習が中央公民館調理室で開かれました。はじめに、ちゃ

お²代表石橋規子さんが「お母さんたちに心にゆとりを持って楽し

みながら子育てして欲しいと企画しました」と挨拶、田中京子栄

養士の指導の下、加工食品を一工夫して30分でできる大人も子ど

もも喜ぶメニュー５品をパパッと調理しました。

ボランティアちゃお²が託児で預かった子ども達も、ちゃお²のメ

ンバーとご機嫌に遊んでとってもおりこうにママのお迎えを待って

いました。

第２回・第３回講座のお知らせは12ページをご覧ください。
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●申込先● 
3 歳までの赤ちゃんを紹
介しています。お気軽に
申し込んでください。
（締切は、前月の 10 日
まで）
77-0101 企画財政課
※電子データでも受付け
します。 平成21年12月24日生　A型平成20年12月3日生　B型

平成21年12月13日　A型平成19年12月12日　A型平成21年12月29日平成21年12月9日　O型平成19年12月22日生

平成21年12月29日生　A型平成21年12月26日生　AB型
水
み ず た

田 瑠
る い

依ちゃん（北鵜木）隠
お ん づ か

塚 愛
あ お

央ちゃん（北山隈）

小
こ ば や し

林 海
か い と

斗くん（山隈） 黒
く ろ い わ

岩 翔
と わ

和くん（上高橋）草
く さ ば

場 瞭
り ょ う が

冴くん（菅野）三
み ね

根 弓
ゆ づ き

槻くん（北山隈）今
い ま い

井 大
や ま と

和くん（菅野）

梶
か じ し ま

嶋 唯
い ち か

央ちゃん（東本郷）和
わ だ

田 留
る か

果ちゃん（東本郷）

★好きな食べ物　カボチャ
★特技　バイバイ

★好きな食べ物　トマト
★好きな人　お姉ちゃん

★好きなもの　ウルトラマンゼロ
★好きな人　陽太兄ちゃん

★好きな人　たくとお兄ちゃん
★チャームポイント　髪型

★好きな食べ物　おもち
★チャームポイント　笑顔

★好きな食べ物　バナナ
★好きな人　おばあちゃん

★好きな食べ物　リンゴ
★チャームポイント　白い餅肌

★好きな食べ物　リンゴ
★特技　バイバイといただきます

★好きな人　パパ
★特技　バンザイ

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

藤
山
　
晃
一
（
南
本
郷
）

	

亡
母
　
藤
山
　
孝
子

原
　
フ
ジ
ヱ
（
鳥
飼
）

	

亡
夫
　
原
　
義
登

二
ノ
宮
　
一
則
（
西
本
郷
）

	

亡
父
　
二
ノ
宮
　
春
一

一
木
　
利
也
（
菅
野
）

	

亡
父
　
一
木
　
茂
男

河
津
　
進
（
菅
野
）

	

亡
母
　
河
津
　
キ
ミ
ヱ

佐
田
　
君
香
（
北
鵜
木
）

	

亡
夫
　
佐
田
　
博

一
般
寄
付

夢
つ
む
ぎ
の
会

た
け
の
こ
ク
ラ
ブ

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

大
刀
洗
町
商
工
会
　
女
性
部

午後７時まで（祝日を除く）

取り扱う業務（担当課）
住民課、戸籍、印鑑証・登録、住民異動届、
住基カード、国民年金、国保、子ども手当、
後期高齢者医療、乳幼児・障がい者・ひと
り親家庭等医療、ゴミ、飼犬登録、転校手
続（住民課）、母子手帳、障がい者、保育
園入退所、保育料納付（健康福祉課）、税・
使用料等納付（会計課）、下水
道関係（建設課）、町税納付相
談（税務課）

問合せは各担当課まで

■
編
集
後
記

　

周
囲
で
は
マ
ス
ク
姿
の
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
昨
年
は
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
の
で

す
が
年
末
に
新
型
に
感
染
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、
今
年
は
両
方
に
効
く
ワ
ク
チ

ン
を
選
び
ま
し
た
。
手
洗
い
・
う
が
い

で
の
予
防
も
こ
こ
ろ
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊍

毎週木曜日窓口延長
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